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将来の強風リスク低減に資するBuild Back Better「保険」制度の提案

 

Proposal of Build Back Better “insurance” scheme for future

wind-related disaster risk reduction
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　20世紀半ば以降日本の建設技術は格段に進歩したにもかかわらず、台風による強風被害は特に住宅において

依然として顕著である。実際、2018年台風21号や2019年台風15号は、それぞれ近畿地方および千葉県南部

を中心に甚大な被害をもたらした。これらの台風に対する強風被害調査によれば、築年が古い住宅の被害率が

特に高い水準にある。従って、将来の強風リスクを低減するには、既存住宅の耐風性能向上が不可欠である。 

 

　2019年15号台風被害に関連して著者らが実施したアンケート調査によると、屋根の一部に被害を受けた被

災者のうち屋根全体を補修したのは約16％に留まり、かつ補修の際に耐風性能が向上するような補修を実施し

たのは約39%であった。このことは、ほとんどの住宅は被災後も被災前同様に低い耐風性能のままであること

を示している。 

 

　本発表では、このような背景を踏まえ、被災時に耐風性能が向上する補修に対して保険金を支払うBuild

Back Better「保険」を提案する。通常の保険の基本的な考え方は、実際の損害に対して相当分の保険金を支払

うことであるが、提案するBuild Back Better「保険」では、一部が損傷した建築部位（特に屋根）に対し

て、当該部位全体を高い耐風性能を有する建材・工法に置き換える費用を支払う。これにより、被災した

（＝耐風性能が低い）住宅の耐風性能向上が促進されると考える。 

 

　本提案の実現には、保険制度上の課題の解決はもとより、発災後に補修需要が高まっている状況でいかに補

修のための人員を確保するかという実務的な課題の解決も必要である。また、Build Back Better保険の効果の

予測も必要である。本発表では、これらに関する現状の認識と成果を報告する。
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